
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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〇島根県社会福祉協議会が実施している法人向けの研修や経営指導と県が行う指導監査の連携により、法人運営・会計処理に対する効果的な指導・支援を進める。
〇県・市共同で設置・運営している所轄庁連絡協議会を効果的に運用し、県・市間の情報共有と連携、研修機会の確保により、県全体の指導監査の均質化を図ってい
く。あわせて、各市の支援担当を決め、適切な助言、支援を行う体制を確保する。
〇社会福祉法の改正（経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の向上等）により、行政の関与のあり方が見直されたため、県の役割として市に対する社会福
祉法人指導監督の支援として必要な助言や情報提供などに努める。
○「社会福祉法人手引き（仮称）」を作成し、各種規程例、様式例、Q&A集を盛り込み、経験の浅い職員でも適切な監査が実施できるようにするとともに、法人に
おいても、これを利用することにより法人運営の事務負担の軽減が図られるようにする。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
〇重大な問題を有すると認められる場合に行う
「特別監査」を実施した事例はなかった。
〇県・市で所轄庁連絡協議会、意見交換会・検
討会を開催し、指導監査への共通認識を図っ
た。

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

50.0 50.0

30年度 31年度年度 27年度

平成2９年度においては、社会福祉法人・施設に対して次のとおり指導監査を実施した。
　【法人】・実施数　　：２１か所 　　　　　　　                       【法人・施設の合計】・実施数　　：２８０か所（実地：１７０か所、書面：１１０か所）
　　　　　・文書指摘数：８か所　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　・文書指摘数：９３か所
　　　　　・文書指摘率：３８．１％　【前年度：７５．０％】 　　　　              　　　・文書指摘率：３３．３％　【前年度：４０．７％】
　【施設】・実施数　　：２５９か所（実地：１４９か所、書面：１１０か所）
　　　　　・文書指摘数：８５か所
　　　　　・文書指摘率：３２．９％　【前年度：３７．５％】

うち一般財源（千円） 2,556 9,619

達成率

48.6

％

％

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 2,717
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 社会福祉法人及び社会福祉施設等

（２）意図 適正な運営を確保する

66.7

社会福祉法人の設立及び定款変更や基本財産処分等に関する認可を行うとともに、法人・社会福祉施設等の適正な運営を確保するため、社会福祉法人等に対して
指導監査を実施する。

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

50.0 50.0

事務事業の名称 社会福祉法人指導事業

事務事業担当課長 地域福祉課長　三谷　耕司 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅱ－２－２
地域福祉の推進

指導監査における文書非指摘率
目標値

指導監査実施数に占める文書指摘がなかったものの割合

〇法人・施設においては、制度改正による関係法令や通知、定款及び諸規程、施設の最低基準等への理
解と遵守への意識が未だ不十分と思われる。
○指導監査に関する人材育成が不十分であるため。

〇法人の理事・監事に、この度の制度改正の趣旨、特に理事、監事の役割の重要性について理解しても
らう取組が必要である。
〇島根県社会福祉協議会が行っている経営指導事業との連携により、法人運営に対する効果的な指導が
必要である。
○法改正に伴う各種規程、様式等の変更や具体的にどのような対応をすべきかを明確にしておく必要が
ある。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

〇法人・施設では、重大な問題にまでは至らないものの、管理・運営面や会計処理面で改善を要する事
例が依然として多く見受けられる（例年確認事項）。
〇平成２９年度に全面施行された改正社会福祉法の対応への適正性について、今後の法人監査等により
確認する必要がある。
○指導監査に携わる専門性のある人材の確保が難しい。

６.成果があったこと（改善されたこと）


